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昭
和
切
年
度
北
海
道
体
育
大
会
兼

第
M
M
回
国
民
体
育
大
会
北
海
道
予
選
会

w
u
M
m
 

千
2
百
7
万
5
千
?
百

9
円
的
追
加
を

し
た
も
円
で
す
。
一
民
に
、
北
梅
巡
銀
行

に
吋
す
る
利
子
制
給

(
同

一
案
件
)
で

の
借
入
額

3
百
万
円
に
対
す
る
利
子
補

給
(
6
%
)
臼
万

3
千
四
円
を
追
加
し
た

も
の
で
す
。

-
昭
和
切
年
度
今
金
町
一
般
会

計
補
正
予
算
(
第

3
号
)
に
つ

い
て歳
入
に

つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
の

交
付
額
的
追
加
見
込
額
百
田
万

7
千
同

を
計
上
し
た
も
町
で
す
。
更
に
、
農
林

水
産
業
問
道
補
助
金
円
転
作
定
着
化
推

進
資
金
融
通
助
成
事
業
利
子
補
給
賀
補

助
金
引
万
8
千
円
を
追
加
し
た
む
の
で

+'・
蟻
出
に

つ
い
て
の
主
な
も
の
は
、
農

業
振
興
質
的
転
作
定
着
化
的
利
子
補
給

と
し
て
、
百

7
万
8
千
円
の
追
加
、
浦

市1
u
干
紡
対
策
白
川
日
常
田
万
同
を
追
加
し

た
も
の
で
す
。

こ
れ
」
り
の
追
加
に
伴
い
追
加
献
2

百
日
万

5
千
円
と
主
り
、
総
制
お
偲
3

百
詔
万
6
千
円
と
な
り
ま
し
た
.

道
路
改
良
L
H
拙

m

制

袋

工

L
H
醐

m

路

盤

工

T
H
ロ凹

凍
上
抑
制
層
T
N
回
開

完
成
予
定
日
月
四
日

-
奥
光
台
林
道
開
設
(
間
伐
)

事
業
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て

工
市
中
町
概
要

道
路
工

L

H
柵

m

W

H
川

m

-
今
金
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
専
決
処
分
に
つ
い

て
こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
同
条
第
l
項

町
風
定
に
よ
り
専
決
処
分
の
本
認
を
求

め
た
も
の
で
市
.

金
融
機
関
町
第
二
土
附
日
肉
体
自
に

伴
い
町
税
金
例
的
一
部
を
改
正
、
町
脱

等
町
納
期
限
に
係
る
則
限
的
特
例
カ
通

用
さ
れ
る
日
と
し
た
ら
の
で
す
。

つ

ま

り

日

時

軒

目

に

部
2
土
附

日
が
体
日
と
な
り
こ
れ
が
迫
加
と
む

っ

た
も
町
で
、
納
則
、
中
止
U

功
に
つ
い
て

は
そ
の
翌
日
が
則
自
と
な
り
ま
す
.

・
昭
和
問
年
度
今
金
町
一
般
会

計
補
正
予
算
(
第
2
号
)
専
決

処
分
の
報
告
に
つ
い
て

こ
れ
は
.
地
方
自
治
法
筑
間
最
前
l

mの
胤
定
に
よ
り
専
決
処
分
の
本
認
を

求
的
た
も
の
で
す
.

A
F
金
町
内
田
業
協
同
組
合
に
対
す
る
利

子
補
給
で
‘
昭
和
田
年
度
転
作
牒
業
者

に
対
す
る
転
作
定
消
化
推
進
資
金
町
融

資
に
基
づ
く
も
の
で
、
借
入
傾
l
千
8

百
万
円
に
対
す
る
利
子
補
給
(
6
%
)3

き
ょ
く
限
に
挑
戦
融

和

自

然

の

と

団
体
山
岳
競
技
大
会
が

7
月
幻
H
剖

目
的

2
日
間
、
主
制
辺
山
岳
辿
則
、

道
体
育
協
金
、

主

管

道

岳

辿

団
体
実

行
委
只
全
、
北
部
柏
山
関
係
町
村
実
行

委
只
金
、
後
援
文
部
省
を
は
じ
め
引

の
各
関
係
団
体
の
も
と
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
.
山
側
場
所
、
川
目
は
‘
的
付
州
場
山
系
に

お
い
て
、
縦
走
、
路
貨
が
遊
出
部
岳
、

臼
別
岳
山
系
に
お
い
て
は
、
タ
イ
ム
レ

ー
ス
、
縦
走
が
あ

っ
た
他
‘
更
に
は
、

極
川
右
股
上
流
町
岩
場
に
お
い
て
、
登

は
ん

(ロ

y
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
)
む

ど
が
あ
り
、
間
名
町
選
手
団
と
山
名
町

役
口
H

協
力
者
に
よ
り
雌
し
い
競
技
が

開
始
‘

互
い
の
技
術
を
疎
い
あ
い
、
悔
い

引
料

7
い
た
し
ま
し
た
.

絹
漉
き
雌
大
な
辿
叫
に
税
し
み
展
開

さ
れ
た
山
岳
競
は
、
「
人
間
的
極
致
と

自
然
と
の
融
和
」
で
あ
り
、
大
自
献
の

ダ
イ
プ
ミ
い
っ
時
的
気
円
緩
み
も
砕

き
由
雌
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
.

成
輸
は
、

少
年
明
子

l
位
日
良
野
工
業
向
校

2
位
楠
山
北
同
等
学
校

3
位
室
蘭
工
業
高
校

成
年
男
子

l
位
口
洞
口
英
(
タ
強
山
岳
会
)

2
位
比
野
他
的
(
室
醐
山
語
会
)

3
位

笹

織

茂

(閉
館
地
区
岳
辿
)

k
tT
I
位
保
茶
閉
校
内
順
位
で
し
た
.

第
五
回
臨
時
級
会
が
七
月
二
十
二
日

に
第
六
回
臨
時
税
金
が
八
月
十
七
日

と
聞
か
れ
、
六
刊
町
提
案
審
読
さ
れ
ま

し
た
.
い
ず
れ
も
限
集
ど
う
リ
可
決
さ
れ
ま

し
た
.

-
国
代
通
線
街
路
築
造
工
事
請

負
契
約
締
結
に
つ
い
て

工
事
的
概
要

路
盤
改
良
L
日
間

m

W

M
時

m

舗

装

工

L
H
m
m
W
H
日

m

排

水

工

ゆ

川

棚

L
U
湖

m

完
成
干
定
叩
月
初
日

-
昭
和
凶
年
度
金
原
地
区
農
村

基
盤
総
合
整
備
事
業
、
第
1
号

農
道
工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ

い
て
工
事
由
概
嬰

18歳から25歳未満の男子。

初任給96，200円のほか衣、

食、住支給となります。

連絡先今金募集事務所

② 0258 

自衛官事集案内

口

y
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
し
た
笹
森
茂
さ
ん
(
農
協
勤
務
)

で-ーー

々

家

族

一
同
町
も
て
主
し
が
あ
り
三

人
招
待
、

y
v
〆
ギ
ス
カ
ン
や
オ
-
一
ギ
リ

に
舌
づ
っ
み
を
う
っ
て
お
り
ま
し
た
。

同
教
古
川
地
股
町
凡
日
午
を
始
的
‘

神
社
仏

聞
の
見
学
を
さ
れ
る
よ
ヲ
で
す
。

ま
た
、
お
茶
、
い
け
花
‘
性
的
手
は

ど
き
を
受
け
た
り
、

m
F，
を
き
い
た
り
多

角
的
に
勉
強
を
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

は
た
ち

い
叩
歳
の
式
典

夏
町
成
人
式
が

8
月
日
日
総
A
H
体
育

館
に
お
い
て
開
催
、
百
人
が
参
加
1

町

四
木
L

イ
チ
イ
を
尚
美
公
開
に
記
念
植

樹
が
お
こ
主
わ
れ
た
り
、
千
間
川
国
道

捌
号
組
に
あ
る
「
叩
代
的
松
」
闘
令
一

千
年
余
円
イ
チ
イ
を
形
ど

っ
た
バ
ヰ
ル

に

一
人
ひ
と
り
が
和
紙
を
チ
ギ
リ
、
は

り
絵
を
作
り
体
育
館
に
記
念
展
示
さ
れ

ま
し
た
.

. 

国
境
を

え

園，
‘ー

て

今
金
在
町
期
間
的
研
修
は
‘

や
保
育
所
闘
な
ど
、
中
学
校
や
町
校

幼
稚
闘

国

際
ヅ電E
.x. 

流

ど

の

つ

L、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
南
北
海
道
国

際
交
流
セ
ン
タ
」
の
仲
介
に
よ
り
‘

間
人
が
来
辺
、
辺
市
町
村
に
民
泊
さ
札

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
.

流
町
輸
を
広
げ
、
相
互
理
解
を
深
め
ょ

っ
と
す
る
も
町
で
す
.

ひ
と
足
は
や

今
金
町
に
来
町
四
三
人
の
柿
衣
期
間

は、

8
月
刊
日

i
四
日
の
日
日
間
で
あ

軽

装

楽

し

く

こ
の
目
的
は
、

「
平

和

し

を

テ

l
守
に
宮
誌
の
盟
を
越
え
て
、
国
際
交

n
，$4
F

ふ'
・

そ
の
後
、
来
賓
の
祝
辞
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
四
歳
的
犯
織
を
さ
れ
た
町
で

は
な
い
か
と
思
わ
札
ま
す
.

を

絵

イ

ギ

ち

テ

チ

た

イ

に

人

の

ル

の

余

ネ

者

年

パ

人

千

た

成

1

つ

る

令

ど

作

樹

形

を

「
|
|

リ
ベ

i
ス
タ

・
ス
l
ザ
ン
さ
ん
(
ア

メ
リ
カ
出
身
叩
歳
、
国
際
キ
リ
ス
ト

大
学
生
)
は
、
新
谷
仁
さ
ん
宅
{
尚
美

町
同
校
教
只
)
に
M

民
泊
さ
れ
ま
す
が
、

臼
本
に
き
て

一泊
月
チ
ヨ
ッ
ト
、
日
本

滞
在
は

一
年
は
ど
の
予
定
だ
そ
ヲ
で
す
。

引
き
杭
き
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

リ
、
位
制
は
オ
ド
オ
ド
し
て
お
り
ま
し

た
が
さ
す
が
若
人
、
時
間
が
進
む
に
し

た
が
っ
て
、
黄
色
町
声
が
館
内
一
杯
に

流
札
て
お
り
ま
し
た
.

ブ
ロ

y

ケ

ン

ン

ャ

イ

ア

ア

ン

き

ん

(
ニ
ュ

1
ン
l
ラ
ノ
ド
出
身
、
5
足、
2
諸

問
校
教
師
)
は
、
村
上
靴
枇
さ
ん
毛
(昭

和
町
写
真
館
経
営
)
に
民
泊
さ
れ
ま
す

が
日
本
に
き
て

8
ヵ
月
余
、
日
本
陪

な
ど
を
勉
強
、
今
金
に
こ
ら
れ
ま
し
た
。

今
金
で
の
勉
強
生
活
が
終
り
ま
す

と
東
京
外
語
大
学
で
二
年
ほ
ど
学
び
帰

国
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
.

リ
・
ゾ
ン

ジ
ユ
さ
ん
(
時
岡
山
身
‘

初
哉
、
中
央
大
学
生
)
は
、
生
む
き
ょ

え
さ
ん
毛
(
曙
町
主
婦
)
に
民
泊
さ
れ

ま
す
.
リ
さ
ん
は
、
こ

の
研
修
の
た

的
に
特

別
参
加
で
こ
ら
れ
、
今
金
滞
在
期
間
が

料
る
と
本
国
純
国
に
帰
る
と
の
こ
と

で
す
.

( 3 ) 

8
月
日
日
に
、
お
世
節
し
て
い
る
方



.-

第山川
回

産

業

ま

つ

ピ
ッ
ク
サ
マ
ー

イ
ン
フ
エ
ス
ア
イ

ねパル

も、

ま
か

つわる

特産院苛(二ィ-1コー

」

，3、

が増える1.000人 似し ド

ふ
る
里
帰
り
の
人
述
、
と
に
き
わ
う
産

業
ま
つ
リ
が

8
月
比
i
同
目
的
三
日
間

に
わ
た
り
雌
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
.

8
H
H
日
に
は
、

A
F
金
小
学
校
舷
飢

陣
、
日
術
陣
日
山
市
川
県
に
よ
り
市
街
パ
レ

ー
ド
が
行
主
わ
れ
、
。
什
品
行
事
が
間
協
.

チ
ビ

y

コ
町
球
大
会
や
駅
伝
競
争
な
と

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
B

8
月
日
日
に
は
駅
前
広
場
に
お
い

て
‘
野
外
コ
ン
サ
ト
が
仰
さ
れ
‘
ロ

y
ク
グ
ル
ー
プ
、
川
市川
グ
ル
プ
的
人

述
同
抽
出
制
取
は
ピ

l
ル
飲
み
円
み

ホ
ロ
酔
い
機
械
‘
町
外
ス
ナ
y
ク
問
先

れ
印
き
は
上
々
の
繁
盛
よ
り
で
し
た
。

農
協
，
山
広
場
で
は
‘
特
産
物
的
試
食

会
合
と
が
あ
り

牛
肉

(
引

E
相
純
)

. 

第
初
回

畜

産

共

進

会

の
賦
良
金
が
無
料
で
閉
山
さ
れ
、
人
が

県
だ
か
り
、
見
る
み
る
う
ち
に
内
が
な
く

主
る
活
気
あ
る

d
立
会
風
却
で
し
た
.

八
幡
町
通
り
で
は
、
屯
報
屯
訓
同
町

主
催
に
よ
リ
、
長
距
離
屯
括
的
制
料
サ

ー
ビ
ス
が
あ
り
無
料
と
あ

っ
て
か、

人
法
が
絶
え
川
な
〈
お
し
よ
せ
て
お
り

ホ

AF--vト~.
8
H
品
目
は
最
終
祭
典
日
と
あ

っ
て

か
人
山
む
多
〈
、
今
日
ば
か
り
は
、

州M

家
町
人
述
も
連
続
凶
作
町
時
さ
も
な
く

湖
底
街
特
売
場
を
プ
ラ
プ
ラ

1
1
0

最
終
日
向
ノ
ノ
で
あ
り
ま
す
千
人

パ
レ
ー
ド
は
今
世
婦
辿
協
、
山
祉
協
鮒

辿
協
、
今
世
名
人
ク
ラ
ブ

屯
判
官
話

い川、

辺
鋭
、
郵
便
川
、
向

L
金
山
年
部
、

特
産
物
コ
ー
ナ
ー

美
人
き
そ
い
あ
う

乳

牛

肉

小

川

町

品

川

会

が

7
川

四
日
に
家
釘
川
市
場
に
お
い
て
問
悩
、
札

口
十
崎
町
、
ね
吋

H
ド

6
目、

-
V
9
田
Mr

}
，

4
D
I
S
P
E
l
g

t

I
一

L
3

出
品
さ
れ
優
劣
つ
け
が
た
い
事
態
が
陳

列
さ
れ
、
観
衆
的
注
目
を
集
め
て
お
り

ま
し
た
。

A
，
企
保
山
H
所
の
川
川
ん
た
ち
が
比
岳
、

モ
ウ
モ
ウ
だ
と
か
オ
ウ
マ
ち
や
ん
だ
と

か
告
し
そ
う
に
凡
で
わ
ね
り
ま
し
た
.

成
訟
は
次
の
と
お
り
で
す
.

乳
周
牛
の
部

{
未
経
産
牛
V

第

一
部
(
5
ヵ
月
以
上
i
叩
ヵ
月
未
満
)

l
位

伊

雌

実

(
仲
日
)
所
有
午

2
位

小
野
“
雌

(

H

)

H

3
位

粥

地

一
山内

(
鈴
全
}

M

第
二
郎
(
山
ヵ
ハ
以
卜
i
同
ヵ
川
水
柑
)

l
位
中
野
山
峨

(仲
丘

)
所
品
川
寸

z位
場

一国
村
山
ゆ

(鈴
問
)
所
作
引
牛

3
位

山

本

消

法

(

H

)

H

第
三
部
(
引
ヵ
月
以
七
1
自
力
バ
ボ
川
)

i
位

中

野

山

雄
(
神
丘
)
所
桁
午

2
位

中

野

貞

雄

(

H

)

H

3
位

伊

藤

英

(

H

)

H

m一
1
三
郎
ま
で
の
ボ
続
路
牛
の
段

刊
位
は
中
野
山
雄
さ
ん
所
布
午
の
「
ロ

ヤ
ル

・
エ
ル
ク
カ

1

エ
レ
ベ

l
y

ヲ
ン
」
で
し
た
.

乳
用
牛
の
部

〈
経
産
牛
V

第
四
郎
(
お
ヵ
月
以
上
1
羽
ヵ
月
米
渦
)

l
位

伊

藤

一
夫
(
抑
止
)
所
布
牛

2
位

伊

勝

夫

(

H

)

H

3
似

内

行

正

史

(
齢
制
)
所
布
牛
M

m
u
m
(お
ヵ
月
以

t
1
肝
ヵ
け
よ
品
川
州
)

l
位

情

聴

実

(
神
丘
)
所
有
牛

2
位

伊

藤

一

夫

(

H

)

H

3
位

出

口

出

一
時
間
)

H

第
六
部
(
灯
ヵ
月
以
上
)

ー

位

山

本
的
彦

(針
附
)
所
引
午

2
仙

拍

車

正

人

(

H

)

H

3
位

山

本

的

必

(

H

}

H

抗
じ
部
(
お
ヵ
円
以
上

乾

乳

)

ー

位

山

本

荊
彦
(
鈴
岡
)
所
有
牛

2
位

天

川

市

車

(仲
丘
)

H

第
四
i
ヒ
部
ま
で
の
経
産
牛
肉
世
日

位
は
山
本
明
彦
さ
ん
所
作
午
町

「ス

カ
グ
ベ

l
ル

才

ナ

i

イ
ザ
ベ
ラ
」

町
議
会
議
只
、
町
民
は
じ
め
役
場
職
只

的
人
述
に
よ
る
踊
り
円
列
と
、
嗣
り
の

後
に
統
〈
仮
装
カ
パ
レ
ド
が
、
耐

工
会
百
年
部
に
よ
る
「
ヤ
マ
タ
町
大
蛇
」

今
金
汗
年
団
連
絡
協
議
会
に
よ
る
寸
パ

ー
マ

μ
L

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
よ
る
守
桃

太
郎
さ
ん
」
町
作
品
が
参
加
さ
れ
る
な

ど
、
ニ
キ
ロ
に
余
る
行
列
が
市
街
を
ね

リ
あ
る
さ
、
観
衆
を
魅
了
し
て
わ
ね
リ
ま

し
た
.

更
に
は
、
ば
ん
同
大
全
が
今
金
紛
円

空
地
に
お
い
て
開
催

泣
く
青
森
、
札

幌
、
室
蘭
、
函
館
、
上
噛
、
知
内
と

百
頭
近
い
事
加
川
ー
が
あ
り
全
道
を
超
え

る
有
名
な
行
恨
の
一
つ
と
な

っ
た
よ
う

で
す
.

(4 ) 

と
ぶ
よ
う
に
売
れ
た

γ
イ
タ
ケ

で
し
た
.

肉
用
牛
の
部

〈未
経
産
牛
〉

ー
位
田
刈
チ
藤
太
郎

(
鈴
問
)

2
位

荒

川

力

議

(金
脈
)

3
位

村

上

仁

叶

(
崎
川
)

《
経
産
牛
}

ー
位
山
刈
子
雌
太
郎

(鈴
岡
)

2
位

山

本

久

的

(

H

)

3
位

雄

常

(

金

原

)

( 5 ) 



こ
の
部
内
最
同
位
は
回
刈
子
藤
太

郎
さ
ん
所
有
牛
肉

「
た
が
り
こ
」
で
し

馬
の
部

第
一
部

(
2
歳
馬
}

1
位

田

中

秀

一
(
白
石
)
栄
光
号

2
位

木

野

次

男

(金
原
)
第

一
姫
号

第
二
部

(
3
歳
馬
)

ー
位
山
田
定
雄

(齢
金
)
田
町
姫
号

2
位
岡
林
晃
行
(
八
束
)
佐
組
閣
号

3
位

品

喜

好

(中
里
)
春
風
号

第
三
部

(
4
歳
馬
)

1
位
上
田
作
之
助
(
白
石
)
主
姫
号

2
位

伊

藤

一
夫
(
神
丘
)
間

r号

第
四
部

(
5
歳
馬
)

-
位

村

上

英

雄

(白
石
)
春
宝
号

2
位

村

瀬

鶴

吉

(八
束
)
刊
「
値
号

3
位

佐

々

木

裕
一不

(
極
川
)
望
月
号

馬
町
部
の
最
高
位
は
、
岡
林
与
吉
さ

ん
所
有
馬
「
花
姫
号
L

で
し
た
。

F 

時古木佐
木川上多

稲
子
H
支
の
来

勉

H
長
い
柿

上

下

英
治

H
全
集
(
凶
)

健
二
H
続
、
気
く
ば
り
の
す
す

め

様

H
空
母
信
濃
町
生
涯

情
伺
H
フ
レ
デ
リ

ン
ク

フ

ォ

サ
イ
ス
帝
王

篠 J"J
且
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日
本
人
に
多
い
の
が
ん
。
は
同
叫
が
ん

が
ト

ン
プ
で
男
性
で
は
約
4
割
、
女
性

で
は

3
割
強
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
が

ん
子
宮
が
ん
は
定
期
檎
診
や
医
学
進

事
で
早
期
発
見

ョ
早
期
治
療
が
容
易

に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り

減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
逆
に
、
肺
が
ん
、

乳
が
ん
、
す
い
臓
が
ん
帯
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
な
か
っ
た
仰
が
ん
H

が
徐
々
に
増

え
て
い
ま
す
。

今金におけるがん死亡

¥ 性別 年代男女
20歳 30歳 40疎 5口歳 ω続 70説 80最 90趣
~ーーーーー~ ー

目 がん 4 1 l 2 2 

肝がん 2 。 1 1 

直腸がん I 1 1 1 

刷iがん 2 l 1 1 l 

障がん O l 1 

3十 10 4 1 5 3 3 1 

557年
こ
町
中
で
、

肺
が
ん
の
増
加
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
肺
が
ん
死
亡

数
は
昨
年
、
つ
い
に

2
万
人
を
超

え
ま

し
た
。
お
そ
ら
く
、

こ
れ
か
ら
の
叩
年

町
民
セ
ン
タ

図
書
館
だ
よ
り

図
書
同
部
附
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま

す
。小

松
繁
雄
さ
ん

(神
丘
)
二
間

， 

お年寄りを大切に
9月15日-21日

敬老の日・老人福祉週間

聞
に
は
悶
が
ん
死
亡
数
を
超
え
て
い
く

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
を
昭

和
初
年
と
比
べ
る
と
、
加
が
ん
は
お
倍

に
巾
え
て
い
ま
す
a

肺
が
ん
の
原
因
に
は
、
大
気
汚
染
、

食
生
活
の
変
化
、
喫
煙
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
ロ
そ
の
他
に
、

=
一
親
等
内

に
が
ん
忠
者
向
い
る
人
や
セ
キ
タ
ン

胸
捕
な
ど
が
一
ヵ
月
以
上
続
い
た
り
、

血
タ
ン
向
山
る
人
な
ど
が
あ
げ
わ
れ
ま

す
。特

に
タ
パ
コ
に
つ
い
て
は
、

「

口

本
数
×
喫
煙
年
数
」
が
柵
を
超
え
る
人

は
特
に
要
担
意
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
本
も
タ
パ
コ
を
吸
わ
主
い
人
の
中
に

も
結
構
柿
が
ん
血
者
は
い
る
の
で
、

ノ

ン

ス

モ

l
ヵ
ー
だ
か
ら
と
い

っ
て
決

し
て
油
断
で
き
ま
せ
ん
。

年
齢
的
に
は
叫
成
以
上
町
男
子
に
最

も
多
く
み
ら
れ
ま
す
が
、
立
子
も
全
く

併
行
し
て
ふ
え
て
い
る
だ
け
に
決
し
て

福
祉
課
保
健
係

H
く
み
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
a

と
こ
ろ
で
、

U
と
く
ち
に
蜘
が
ん
と

い
ま
す
が
、
大
別
す
る
と
制
的
入
口
に

近
い
比
較
的
太
い
気
官
主
に
で
き
る
、

肺
門
部
が
ん
と
、
気
官
主
的
末
梢
や
川

町
奥
に
で
き
る
肺
駒
郡
が
ん
の

2
つ
に

分
け
ら
れ、

診
断
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

槍
山
管
内
母
子
(
父
子
)
家
庭
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

親
子
の
緯
ふ
か
め

明
日
へ
の
希
望
を
た
く
し

A
川
川

ω
K
M川
付
い
山
山
ハ

u
w
h
U制

お
年
寄
り
と
心
の
健
康

ポ
ケ
症
状

(老
年
痴
呆
)
や
う
つ
病

な
ど
の
心
的
仰
に
か
か

っ
て
い
る
お
年

寄
り
に
対
し
、
周
聞
の
人
は
ど
の
よ
っ

世
態
度
で
接
し
た
ら
よ
い
の
か
一
紺

に
巧
え
て
み
ま
し
ょ
ワ
。

怒
り
ゃ
ぐ
ち
の
原
因

お
年
寄
り
は
よ
く

「
怒
り

っ
ぽ
い

」

と
か

「
ぐ
ち

っ
ぽ
い
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
な
に
も
定
調
的
に
そ
う
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
な

ら
我
慢
で
き
た
こ
と
が
い
わ
ば
理
性

の
フ
レ
キ
が
緩
ん
で

抑
え
が
き
か

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
‘
怒
っ
た
り
、
く
ち

っ
た
り

す
る
白
張
に
は
、
必
ず
介
政
者
の
側
に
、

そ
の
原
凶
に
な
る
一一戸日
誌
や
態
度
が
あ
る

も
の
で
す
。

相
手
の
身
に
な
っ
て
接
す
る
。

心
的
病
に
か
か

っ
て
い
る
お
年
寄
り

と
接
す
る
に
は
、
何
よ
り
も
愛
情
が
大

切
。
お
年
寄
り
自
身
的
身
に
な

っ
て、

希
望
を
か
な
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
第
一

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
止
の
よ
う

主
気
く
ば
り
を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
B

。
聞
き
上
手
々
に
な
っ
て
、
お
年
寄

り
の
ベ
l
ス
に
合
わ
せ
ま
し
ょ
う

お
年
寄
り
に
と

っ
て
、
思
い
出
話
は

生
き
が
い
の

一
つ
で
す
。
幸
せ
だ

っ
た

過
去
を
振
り
返

っ
て
幸
福
感
に
佼
り

た
い
と
い
っ
心
境
内
表
れ
な
の
で
す
。

相
山
母
子
相
祉
連
合
会
内
主
催
の
も

と
に
、
7
月
別
日
総
合
体
育
館
に
お
い

て
日
ヵ
町
加
入
が
参
加
の
も
と
に
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
と
づ
き

J
明
肉
体

操
」
か
ら
始
め
ら
れ
、
マ
イ
ホ
ム

7

7

(

パ
パ

)
な
ど
の
叩
極
目
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
け
つ
庄
測
定

(親
子
が
そ
れ

ぞ
れ
お
尻
で
フ
ウ
セ
ン
を
割
る
極
目
)

は
楽
し
く
、
お
母
さ
ん
の
フ
ウ
セ
ン
は

簡
単
に
割
れ
ま
す
が
、

子
供
さ
ん
の
は

体
血
肉
ち
が

い
か
、
な
か
な
か
訓
れ
ま

せ
ん
。

ン
ビ
レ
を
さ
ら
し
た
お
母
さ
ん
、

徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
肺
野
部
が
ん
に

つ
い
て
は
‘
定
期
検
診
で
行
な
わ
れ
る

胸
部
の

X
組
写
其
で
簡
単
に
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

仰
が
ん
も
早
期
に
発
見
す
れ
ば
、
比

較
的
治
燈
車
は
向
い
と
は
い
う
も
の
の
、

同
が
ん
や
干
宮
が
ん
に
比
べ
れ
ば
、
か

な
り
孫
ち
ま
す
。

特
に
危
険
因
子
円
高
い
叫
歳
以
上
町

人
は
、
す
す
ん
で
枯
診
を
受
け
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
.

町
と
し
て
も
、
今
年
か
ら
結
岐
、

何
環
器
輸
診
と
同
時
に
柿
が
ん
検
診
も

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
検
査

は、

X
紘
写
真
を
と
る
だ
け
で
苦
痛
は

あ
り
ま
せ
ん
。

叩
月
町
四
日
i
出
自
の

5
日
間
で
全

町
を
ま
わ
り
ま
す
の
で
、
自
ら
す
す
ん

で
受
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

C 6 ) 

思
わ
ず
体
を
上
か
ら
押
し
つ
け
た
り
、

フ
ウ
セ
ン
を
足
で
踏
み
つ
け
た
り
、
会

場
か
ら
ド
y
ト
笑
い
声
I
l
l
lと
て
も

識
し
い

一
臼
で
あ

っ
た
よ
つ
で
す
。

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

日
を
も
ん
だ
り
、
話
を
聞
く
と
き
に

も
お
年
寄
り
の
手
を
鮭
く
控
り
な
が

ら
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

心
の
病
に
は
愛
情
が
大
切

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

神

経

精

神

科

教

授

寸
も
う
聞
き
あ
き
た
」
な
ど
と
い
わ

ず
に
忍
耐
強
く
聞
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

相
づ
ち
を
打
っ
た
り
、
共
感
を
示
し
て
、

相
手
町
ペ

ス
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

な
に
ご
と
も
、
ま
ず
受
け
入
れ
て
あ

げ
ま
し
ょ
う

ポ
ケ
症
怯
の
お
年
寄
り
を
理
回
で
説

得
し
よ
う
と
し
て
も
ナ
ン
セ
ン
ス
で
す
。

ま
し
て
や
、
間
述
い
を
指
摘
し
た
り
、

反
論
す
る
の
は
然
物
。
お
年
寄
り
の
言

う
こ
と
、
す
る
こ
と
を
ま
ず
受
け
入

れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
.

そ

し

て

万

一
怒
り
出
し
た
と
き
に

は
、
で
き
る
だ
け
自
分
的
心
を
穏
や
か

に
保
っ
て
、
静
か
に
応
対
し
ま
し
ょ
う
。

反
論
し
な
い
ほ
う
が
老
人
的
興
脊
を
静

め
ま
す
a

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
に
努
め
ま
し
ょ
う

お
年
寄
り
は
、
だ
れ
で
も
孤
独
感
を

抱
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
、
い

ち
ば
ん
頼
り
に
な
る
の
は
、
温
か
い
、

血
町
通
っ
た
ス
キ
ン
ン

ッ
プ
で
す
。
こ

町
ス
キ
ン
ン

ン
プ
で
、
自
分
は
独
り
ぼ

っ
ち
で
は
な
い
こ
と
を
、
肌
で
感
じ
る

長

谷

川

和

夫

体
の
不
闘
を
訴
え
た
と
会
は
、
よ
〈

耳
を
傾
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

年
を
と
る
と
、
ど
う
し
て
も
い
ろ
い

ろ
な
不
定
愁
訴

(
こ
れ
と
い
っ
た
原
因

も
な
い
の
に
体
的
不
測
を
訴
え
た
り
す

る
こ
と
)
が
現
わ
れ
て
き
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
に
軽
く
あ
し
ら
り

っ
た
り
、
み

え
す
い
た
気
休
め
を
い
う
の
は
い
け
ま

せ
ん
。

訴
え
を
十
分
に
川
き
、
本
人
が
希
望

す
る
な
ら
、
病
院
に
も
連
れ
て
い

っ
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
お
医
者
さ

ん
に
目指
て
も
ら
う
場
合
は
、
事
前
に
お

医
者
さ
ん
に
症
状
を
知
ら
せ
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
「
気
の
せ
い
で
す
よ
」

と
か

「
病
院
に
〈
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は

な
い
」
な
ど
と
い
わ
れ
て
は
、
元
も
子

も
あ
り
ま
せ
ん
。
気
を
つ
け
て
あ
げ
ま

ーし
b
1.

、「J
a
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~ 1 15日 瀬棚町楢崎医院 E③ 30 2 2 0提出先北海道民生部老人福祉諜福祉係 Ir 
XI 18日 今金町包囲医院 E②o3 2 4 干O印札帆市中央区北3畑 6 I ~ 
呂! お日 北柏山町国保病院 E④ 53 2 1 詳しいことは、道又は役場福祉課まで |内

付 加今金町国保病院 E② OZ 21 「働く皆さんの信用を保証一--， Ig 
M ・昭和59年度植山管内町村職員採用試験 I:t:IJ ........t::::I '---"VV，.J ICJ ，--r，::)-~...，.... DJ.L. 

平| について 」ー北海道勤労者信用保証制度---.J 民

二l ・期 日昭和田年10月23日 北海道勤骨者信用基金協会では、道内で働費

1>1 ・場 所江差高等学校柏山北高等学校 皆さんの保証業務を行っています。 1丙
担| 奥尻町役場 今までは、一般金融機関からの借り入れが困 |世

剖1 ・資 格(初級)昭和37年 4月2日~昭和 雄であったものが、必要に応じて限度前i内であ Ir 
回 41年 4月 1日 ればいつでも借り入れることができるようにな 10' 

感上級)昭和お年4月2日~昭和 りました。 16
: 1 37年 4月 1日までに生ま 生活、住宅資金を借りる時はこのilil]伎をご利 10 
~I れた者(学歴とわず) 用ください。 1ロ
ハ 1 ・受付期間 9月 1日-9月21日 〈利用で怠る人>耳

21 ・昭和59年度稽山受庁管内町村職員採用 償還能力のある成人者で公的所得証明院佐 I ~ 
割| 資格試験案内!こついて 出でき止の一つに該当する人です。 1呂
旨1 ・受付期間 9月 1日-9月21日 (1l、同一事業所に 1年以上勤務の入。ただし、 |ふ

..;1 ・第l次試験日 10月23日 事業所内理由により転職した場合は、前事業 |員

長l ・試験地 江差町輿尻町北楠山町 所に l年以上勤務の人 |日

| ・採用予定町 (初級) 江差町 ・厚沢部町 熊 (2)、毎年一定期|町、同一事業所に勤務する季節 li 
:"1 石町北楠山町今金町 労働者 1);¥ 
リ上級)江差町 厚沢部町 ー今 (3)、年金受給者 13 
M 金町 〈資金使途亙び樺証金額〉 |2 
1>1 詳しいことのお問い合わせは、役場総務以庶 (1)、生活資金 5年以内、最日200万円まで保証 |心

型i 務係まで (2)、住宅資金30年以内、最高 2千万円まで保証 10: 
宝l ・ NHK学園社会通信講座 ※ただし、生活資金利用に限り迎術保証人が

出| 昭和58年(秋)受講者募集について 人以上必要です。 I2 
l:!1 0受講資格 どなたでも 〈 保証料>ア

><， 1 0受付期間 9月30日まで (1)、生活資金 1.2-2.0% I!雪
中 o講座内容 性近硬筆、母と子の硬革、簿記、 (2)、住宅資金 0.2% 陣

三| 俳句、短歌、文章、絵図、囲碁、 〈取扱金融機関 li
長| 英語、数字、国間 道内すべての金融機関が窓口となります。融 I~ 
01 詳Lいことのお問い合わせは、 〒186東京都 資利率は各取扱金融機関の利率となります。 1記
口| 国立市日士見台 2-36 N H K学園広報係まで 詳細は、各取扱金融機関か北海道勤労者む |。

守| 屯話 (叫お)72- 3 1 5 5 用恭金協会 |楢

~ I ~意見募集」 出了官t327丁目西川 |; 
掲| 22かな出i齢化社会を考える国民的-mい、作文、 楠山支庁商工労働諜か町役場町民球まで |部

日! 論文町拡i集i品5について 13 
口 古

!ト|ト…刷 酬………一酬………剛山…剛…… …………………山……柑…M…………酬…………………剛……叩…酬

口 10冷守

~I 7月未現在前月対比 ロおたんじようおめでとう |淑

，~ 1 人口 8，731 (--'23) 船木酎衣 7月6日 ( 実 2女)東町 1'* 
船山 mk見 7月14日 (iN見知 2男)南町 |ハ

| 男 4，228(-10) ~ .. ，_. . ~ '， ".__ ::， ~"'::' "， .. 
| 圃おくやみもう Lあげます |司

自| 女 4，503 (ー13) 境田みつよ 7月27日 8 9歳 入来 1"， 
単| 世帯数 2，595 (-4 ) 三浦未雄 7月間 6 6此 曙町 1.': 
国 口
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